
議案第 3 7号

南島原市奨学資金貸付基金条例施行規則の一部を改正する規則について

提案理由

南島原市奨学資金貸付条例第 14 条の改正に伴い、償還の免除にかかる添付資料を
規定するため、所要の改正をするもの。

平成 3 0年 8月 2 8 日提出

南島原市教育委員会
教育長 永田 良二



南島原市奨学資金貸付基金条例施行鷲頭「一の一部を改正するガ頭-」

島原市奨学資金貸付基金条例施行規則 (平成18年南島原市規則第49号)の一部を

のように改正する。

第12条を第14条とする。

第11条中「様式第8号」を「様式第9号」に改め、同条を第12条とし、同条の次に

の 1条を加える。

(償還の変更)

13条 奨学生又は奨学資金の貸付けを受けた者は、償還の方法や保証人に変更があ

るときは、奨学資金償還変更願 (様式第10号)を市長に提出し、承認を受けなけれ

ばならない。

第10条の次に次の 1条を加える。

(償還の免除)

11条 条例第14条の規定により償還の免除を受けようとする者は、奨子資金償還免

除願 (様式第 8号)に次に掲げる書類を添えて市長に提出し、承認を受けなければ

ならない。

(1) 条例第14条第 1号に該当するときは、奨学生又は奨学資金の貸付けを受けた者

の戸籍抄本

(2) 条例第14条第 2号に該当するときは、その事実が確認できる医師の診断書

(3) 条例第14条第 3号に該当するときは、その事実が確認できる書類

欝式第8号を次のように改める。
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様式第8号 悌★11条関係)

奨 学 資 金 償 還 免 除 願

次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、免除下さるようお願いします。

1 免除を受けようとする期間 年 月分から

2 免除を受けようとする金額 円

3 免除を受けようとする理由

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍

現住所 番地

氏 名 ⑩
年 月 日生

南島原市長 様

上記の願について、 ( 承認 ・ 却下 ) します。

却下の場合の理由

(

年 月 日

南島原市長 囲
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様式第8号の次に次の2様式を加える。

様式第9号復写12条関係)
奨 学 資 金 申請 事 項 変 更 届

次のとおり、変更がありましたので届け出ます。

変更があった事項
□ 奨学生氏名

□ 奨学生住所
□ 連帯保証人氏名
□ 連帯保証人住所
□ その他 (

2 変更前

3 変更後

4 変更の理由

年 月 日

現住所

氏 名 ⑩

年 月 日生

電話番号 ( )

携帯電話 ( )

南島原市長 様

-3-



様式第10号 (第13条関係)
奨 学 資 金 償 還 変 更 願

次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、変更下さるようお願いします。

1 変更する事項

□ 償還方法

□ 連帯保証人

2 変更前

3 変更後

4 変更する理由

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍

現住所 番地

氏 名 ⑩
年 月 日生

南島原市長 様

上記の願について、 ( 承認 十 却下 ) します。

却下の場合の理由

(

年 月 日

南島原市長 回
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附 則
このガ頭、ー」は、平成 年 月 日から施行する。
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南島原市奨学資金貸付基金条例施行規則の規則を改正する規則 新旧対照表

新 1日

(償還の免除)
第11条 条例第14条の規定により償還の免除を受けようとする者は、奨学資金償還免除
願 (程欝式第8号)に次に掲げる書類を添えて市長に提出し、承認を受けなければなら
≠ し、。

(1) 条例第14条第 1号に該当するときは、奨学生又は奨学資金の貸付けを受けた者
の戸籍抄本
(2) 条例第14条第 2号に該当するときは、その事実が確認できる医師の診断書
(3) 条例第14条第 3号に該当するときは、その事実が覇編認できる書類

(変更届)
第12条奨き学生は、自己及び保証人の住所勤務先その他身上に関する事項に変更があっ
た場合は、市長に奨学資金申請事項変更届 (様式第9号)を提出しなければならな
し、。

(償還の変更)
第13条 奨学生又は奨建判資金の貸付けを受けた者は、償還の方法判呆証人に変更がある
ときは、奨建判資金償還変更願 (ボ寿式第10号) を市長に提出し、承認を受けなければな
らない。

(そのf勘
第14条 (略)

(変更届動
第11条 奨学生は、自己及び保証人の住所勤務先その他身上に関する事項に変更があっ
た場合は、市長に奨学資金申請事項変更届 (様式第8号)を提出しなければならな
し、。

(そのf勘
第12条 (略)
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1日新
様式第8号 億き11条醍雛系)様式第8号 億き11条醍詐系)

奨学資金申請事項変更届奨 学 資 金 償 還 免 除 願

次のとおり、変更がありましたので届け出ます‐次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、免除下さるようお願いします。

1 免除を受けようとする期間 年 月分から

2 免除を受けようとする金額 円

3 免除を受けようとする理由

L 変更があった事項
□ 、 氏

□ 奨襟生住所
□ 連帯保証ん
□ 連帯保証八氏名
□ 連帯保証人住所
□ その他 ( )

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍

現住所 番地

2 変更前

氏 名 ◎ 3 変更後
年 月 日生

4 変更の理由南島原市長 様

上記の順について、 ( 承認 ・ 却下 ) します。

年 月 日

却下の場合の理由

(
現住所
氏 名 ◎

年 月 日生
南島原市長 様年 月 日

南島原市長 回
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新 1日

様式第9号復き12条陵雛系)
奨 学 資 金 申請 事 項 変 更 届

次のとおり、変更がありましたので届け出ます。

1 変更があった事項

□ 奨学生氏名
□ 奨学生住所
□ 連帯保証人氏名
口 連帯保証人住所
□ その他 ( )

2 変更前

3 変更後

4 変更の理由

年 月 日

現住所

氏 名 ⑩

年 月 日生

電話番号 ( )

携帯電話 ( )

南島原市長 様
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新 旧

様式第10号餅き13条陵駆系)
奨 学 資 金 償 還 変 更 順

次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、変更下さるようお願いします。

1 変更する事項

□ 償還方法

□ 連帯保証人

2 変更前

3 変更後

4 変更する理由

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍
現住所 番地

氏 名 ⑫
年 月 日生

南島原市長 様

上記の願について、 ( 承認 ・ 却下 ) します。

却下の場合の理由

( )

年 月 日

南島原市長 回

□ 償還方法

□ 連帯保証人
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○南島原市奨学資金貸付基金条例施行薄頭ー」
平成18年 3月31日邦願1」第49号

改正
平成18年 8月 1日対頼り第179号
平成19年 3月30日刃頭 ri第20号

南島原市奨#資金貸付基金条例施行刃頭q
C趣旨)
第「条 南島原市奨学資金貸付基金条例 (平成18年南島原市条例第58号。以下「条例」とい
う。) によって行う奨学資金の貸付けについては、条例によって定める事項のほか、この規
則に定めるところによる。
(借入申込み)
第2条 奨学資金の借入希望者は、奨学資金貸付申請書 (様式第1号)に関係学校長の成績酷正
明書と在学証明書を添えて市長に提出しなければならない。
(保証人)
第3条 奨学資金の貸与を受けようとする者は、本市に住所を有し、かつ、償還霊能力のある保
証人を2人以上立てなければならない。
2 前項の保証人 2人のうち、 L人は;本人の{族以外の者で、次の各号のいずれにも該当する
ものを指定しなければならない。
(1) 地方税が課税され、滞納がないこと。
(2) 借入申請時において、満60歳以下であること。
3 第 1項の保証人は、奨子資金の貸与を受けた者と連帯して、奨子資金返済の債務を負担し
なければならない。
(貸付けの決定)
第4条 市長は、条例第9条の規定により貸付けを決定したときは、奨学資金貸付決定通知書
(様式第2号)又は≧奨肖資金貸付却下通知書 (様式第3号)により申込者に通知するものと
する。

(貸付金の交付)
第 5条 奨学資金は、毎月これを本人に交付する。ただし、特別の事情があるときは、数自分
を合わせて交付することができる。
(貸付金額の変更)
第6条 貸付金額の変更を必要とする事情が生じた場合は、貸付金額を変更することがある。
(貸付けの糸鴎続め
第7条 奨子資金の貸付けを受けている者は、毎年4月に≧奨子資金貸付糸瞬刻頭 (様式第4号)
に在学証明書を添えて市長に提出しなければならない。
(貸付けの辞i勘
第8条 奨学資金の貸付けを受けている者が、中途で奨子資金を辞退しようとするときは、奨
学資金舌鴇Jき届 (様式第5号)により市長に届け出るものとする。
(借用証書の提出)
第9条 奨学生は、卒業したとき、又は条例第11条の規定により貸付けを廃止したとき、若し
くは前条の規定により貸付けを辞退したときは、貸付けを受けた金額に対し借用証書体羨式
第6号)を市長に提出しなければならない。
(償還の猶予)
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第10条 条例第13条の規定により償還の猶予を受けようとする者は、奨学資金償還猶予願休羨
式第7号)を市長に提出し、承認を受けなければならない。
(償還の免除)
第11条 条例第14条の規定により償還の免除を受けようとする者は、奨学資金償還免除漉頁(様
式第 8号)に次に掲げる書類を添えて市長に提出し、承認を受けなければならない。
(1) 条例第14条第 1号に該当するときは、奨学生又は≧奨子資金の貸付けを受けた者の戸籍
抄本
(2) 条例第14条第 2号に該当するときは、その事実が確認できる医師の診断書
(3) 条例第14条第 3号に該当するときは、その事実が確認できる書類
(変更届)
第12条 奨学生は、自己及び保証人の住所勤務先その他身上に関する事項に変更があった場合
は、市長に≧奨子資金申請事項変更届 (様式第9号)を提出しなければならない。
(償還の変更)
第13条 奨学生又は奨学資金の貸付けを受けた者は、償還の方法!判呆証人に変更があるときは、
奨建判資金償還変更願 (様式第10号)を市長に提出し、承認を受けなければならない。
(その他)
第14条 このラ塊則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
附 則
碗←行期日)
1 この募穎脱ま、平成18年 3月31日から施行する。

(経革過措置)
2 このラ塊則の施行の日 (以下「施行日」という。) の前日までに、合併前の深江町奨子資金

貸付基金条例施行細則 (昭和43年深江町教育委員会細則第1号)、有家町奨学資金貸付彩願リ
(昭和46年有家町夫兇則第2号)、西有家町奨学資金貸付規則 (昭和55年西有家町規則第11
号)、北有馬町奨学資金貸与薄頭リ(昭和39年北有馬町夫兇則第1号)、南有馬町奨学資金貸付
夫則則 (昭和39年南有馬町夫兇則第3号)、ロ之津町育英資金貸付ガ頭-」(平成 3年口之津町教育
委員会夫則則第1号)又は加津佐町奨学資金貸ィず等夫別則 (昭和42年加津佐町ガ頼り第1号)( 以
下これらを「合併前の邦頭ーJ」という。) の規定によりなされた処影分、手続その他の行為は、
それぞれこの彩願1iの相当規定によりなされたものとみなす。
3 施行日の前日までに、合併前の夫則則の規定により貸付けを決定された基金については、な
お合併前の慈願 1」の例による。
附 則 (平成18年 8月 1日惹願り第179号)
この薄願噛ま、平成18年 8月 1日から施行する。
附 則 (平成19年 3月30日夫兇貝り第20号)
この薄頭りは、平成19年 4月 1日から施行する。
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様式第 1号僕★2条関係)
奨 学 資 金 貸 付 申請書

-金 円也

ただし 南島原市奨学資金貸付金
年 4月から

毎月 円
年 月まで

私は、 に入学しましたが、学資の支弁が困難ですので南島原市奨学資金を貸

付け順し・たく保証人連署の上申請いだします,

なお 貸付けを受けた上は 南島原市奨学資金貸付基金条例の規定を固く遵守するこ

とを誓約 ~・だします ,

年 月 日

本人の本籍
現住所
氏 名 師

年 月 日生

上記本人誓約事項については、同車にかかわらず保証人において引き受け、もし万一

貴殿に対し損害をかけた場合は、保証人において連帯責任をもって直ちに義務を履行し
責任を果たすことを誓約いたします。

年 月 日

連帯,保証人

本 籍
現住所 南島原市 番地
氏 名 ◎

年 月 日生

連帯保証人
本 籍
現住所 南島原市 番地
氏 名 ◎

年 月 日生
南島原市長 様
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様式第2号 (第4条関係)
奨学資金貸付決定通知書

年 月 日

南桑原市長 園

あなたか者申請のありました南島原市奨学資金貸付金につきましては、下記のとおり
貸付けが決定いたしましたので通知します。

1 貸 付金 月額 円
2 貸付期間 年 自分‐から 年 自分まで

様式第3号館汁4条関係)
年 月 日

様

南島原市長 嗣

奨学資金貸付却下通知書

あなたから申請の桁りました南島原市奨学資金貸付金につきましては、奨学資金貸村
審議会において審議した結果、下記の理由により却下となりましたので通知します ,

却下理由 :

-13-



様式第4号 (第7条関係)
奨 学 資 金 貸 付 継 続 順

南島原市奨学資金管・付金につし、て、本年度も引き続き管付けくださるようお願いいた
します。

年 月 日

住 所
氏 名 帥

高校
( 第 年)

大学

南島原市長 様
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様式第5号律≦8条関係)
奨 学 資 金 辞 退 届

状のとおり~ 南島原市奨学資金貸付金を辞退しますのでお届けします。

1 辞退期日 年 月分から
2 辞胆の理由

年 月 日

本人の本籍
現住所
氏 名 帥

年 月 日生

連帯保証人
本 籍
現住所 南島原市 番地
氏 名 ③

年 月 日生

連帯保証人
本 籍
現住所 南島原市 番地
氏 名 劾

年 月 日生
南島原市長 様
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6号 (第9条関係)
借 用 証 書

一金 円也

ただし、南島原市奨学資金貸付金
上記金額を下記条項承諾の上借用いた L.ました。

　
1 償還方法収入印紙

鰹ごと‘ヨ
円
(1) ・年 月から 年 月まで 半年ごとに 均 等

償還すること。

(2) 上記の方法による 半年ごと の償還額は 円とするこ

と,,ただし、初回の償還額は、 円とする。

毎月 毎月毎月 毎月
(3) 半年ごと の償還期限は、毎年 月及び 月の月 末とすること。
毎年 毎年 月
半年ごと の償還期限は、毎年 月及び 月の月
毎年 毎年 月

(4) 利息は無利子
(5) 毎月の償還金は、納入告知書により支払期限までに必ず南島原市会
計管理者に納入すること。

2 保証人が死亡した場・含又は貴殿において保証人として不適当と認めら

れる事由が生じた場合において、貴殿の指示があった場合は、他の保証

人を立て貴賎の承認を受けること
3 主たる債務者又は保証人が死亡したとき、又はその住所等その身上に異
動を生じたときは、その旨費.殿に届け出ること。

4 保証人は、主たる債務者と連帯して債務を償還蛍する青に任ずること。

年 月 日
主たる債務者 本 籍 地

住 所
氏 名 ⑩

連帯保証人 本 籍 地
住 所 南島原市
氏 名 ⑩

連帯保証人 本 籍 地
住 所 南島原市
氏 名 ⑩

南島原市長 様
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様式第7号億き10条関係)
奨 学 資金 償 還 猶 予 顧

次のとおり、南島原市奨学資金の償還につし、て、猶予下さるようお願し・します。

1 猶予を受けようとする期間 年 月 日から
年 月 日まで

2 猶予を受けようとする理由

年 月 日

本人の本籍
現住所
氏 名 ◎

年 月 日生

連帯保証人
本 籍
現住所 南島原市 番地
氏 名 ◎

年 月 日生

連帯保証人
本 籍
現住所 南島原市 番f也
氏 名 斡

年 月 日生
南島原市長 様
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様式第8号 係汁11条関係)

奨 学 資 金 償 還 免 除 願

次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、免除下さるようお願いします。

免除を受けようとする期間 年 自分から

免除を受けようとする金額 円

免除を受けようとする理由

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍

現住所 番地

氏 名 ◎
年 月 日生

南島原市長 様

上記の願について、 ( 承認 十 却下 ) します。

却下の場合の理由

(

年 月 日

南島原市長 回
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様式第9号御ぎ12条関係)
奨 学 資 金 申請 事 項 変 更 届

次のとおり、変更がありましたので届け出ます。

変更があった事項
□ 奨学生氏名

□ 奨学生住所
□ 連帯保証人氏名
□ 連帯保証人住所
□ その他 (

2 変更前

3 変更後

4 変更の理由

年 月 日

現住所

氏 名 ⑩

年 月 日生

電話番号 ( )

携帯電話 ( )

南島原市長 様

-19-



様式第lo号御き13条関係)
奨 学 資 金 償 還 変 更 願

次のとおり、南島原市奨学資金の償還について、変更下さるようお願いします。

1 変更する事項

□ 償還方法

口 連帯保証人

2 変更前

3 変更後

4 変更する理由

年 月 日

本人又は連帯保証人

本 籍

現住所

氏 名

番地

◎
日生年 月

南島原市長 様

上記の願について、( 承認 却下 ) します。

却下の場合の理由

(

年 月 日

南島原市長 回
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報告第2号

南島原市奨学資金償還補助金交付要綱の一部を改正する告示について

提案理由

南島原市奨学資金貸付基金条例第 12 条の改正により、償還対象期間が短い場合に
ついて制限を設けるため、所要の改正を行ったので、南島原市教育委員会の権限事務
の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規則第 5条第 5号の規定により報告す
る 。

平成 3 0年 8月 2 8日提出

南島原市教育委員会
教育長 永田 良二



南島原市奨学資金償還補助金交付要綱の一部を改正する告示

南島原市奨学資金償還補助金交付要綱 (平成28年南島原市告示第39号)の一部を次

のように改正する。

第 3条第 1項ただし書中「次項」を「第 3項」に改め、同条第 3項を同条第4項と

し、同条第 2項中「前項」を「第 1項」に改め、同項を同条第 3項とし、同条第 1項

の次に次の 1項を加える。

2 前項の規定にかかわらず、償還対象期間が5:年に満たないときの補助金の額は、

償懲」渇き期間を5年としたときに算出される償還雲額を補助対象の償還霧額とする。

様式第 1号を次のように改める。
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様式第1号 ぼ;4条関係)
奨学資金償還計画書

フリガナ

奨学生氏名

住 所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 自宅 ・ 携帯電話

貸付けを受けた期間 年 月分 から 年 自分 まで

貸付けを受けた総額 円

償還期間 年 月 から 年 月 まで

償還方法 月賦 ・ 半年賦 ・ 年賦

償 還 計 画

年度

月 償 還 予 定 額

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

1 0 円

1 1 円

1 2 円

I 円

2 円

3 円

計 円

様式第 3号及塀叢式第4号を次のように改める。
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様式第3号 ぼ;5条関係)

居住申出書

南島原市長 様
年 月 日

下記のとおり相違ありません。

申出者

フリガナ
氏名 ⑩

住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 ( 自宅 + 携帯電話 )

【申出内容】

年度における
申出者の市内居住期間

年 月 日 から

年 月 日 まで

年度における
申出者の市内居住月数
※一月 (月の初日から末日まで)

に満たない月は含めない。

月
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様式第4号 ぼ;5条関係)

就労証明書

就労者

フリガナ

氏名

◆

住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

以下の太枠内は、事業所か S証明をお願いします。

事業所名

事業所所在地

就労期間
年 月 日 から
年 月 日 まで

特記事項

上記のとおり証明します。
(証明日)

年 月 日

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ⑩

電話番号
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附 則

この告示は、平成30年 8月20日から施行し、改正後の南島原市奨学資金償還補助金

交付要綱の規定は、南島原市奨学資金貸付基金条例第12条第1項本文に規定する償還

が平成30年度以降に開始する奨学生について適用する。
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南島原市奨学資金償還補助金交付要綱の一部を改正する告示 新旧対照表

(補助金の窺動
第3条 ネ鵡功金の額は、償懲」橡き期間に償還量すべき奨憲劃資金の償還額の2分の 1以内の
額とする。ただし、償還数対象期間に市内に居住し、かつ、就労した期間が 1;年に満た
ない年度においては、償還堵頂を12で除した額にその月数 (1月に満たない月は切り捨
てるものとする。) を乗じた金額 (1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨
てるものとする。第 3項において同じ。) をネ削功対象の償還霊額とする。
2 前項の規定にかかわらず、償還数対象期間が5≠年に満たないときの補助金の額は、償
還峡対象き期間を 年としたときに算出される償還懲額をネ靭功対象の償還夏顔とする。
3 第 1項ただし書の規定にかかわらず、償還開始年度及び償還終了年度のネ削肋金の額
は、償還冒頭をその年度の償還対象期間の月数で除した額に償還対象期間中に市内に居
住し、かつ、就労した月数 (1月に満たない月は切り捨てるものとする。) を乗じた
金額をネ削功対象の償還露顕とする。
金 (略)

(補助金の額①
第 3条 ネ削功金の額は、償還対象期間に償還量すべき奨学資金の償還露顕の2分の 1以内の
額とする。ただし、償還峡対象期間に市内に居住し、かつ、就労した期間が 1年に満た
ない年度においては、償還葛頁を12で除した額にその月数 (1月に満たない月は切り捨
てるものとする。) を乗じた金額 (1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨
てるものとする。次項において同じ。) をネ削功対象の償還雲額とする。

2 前項ただし書の規定にかかわらず、償還開始年度及び償還終了年度の補助金の額
は、償還額をその年度の償還対象期間の月数で除した額に償還数対象期間中に市内に居
住し、かつ、就労した月数 (1月に満たない月は切り捨てるものとする。) を乗じた
金額をネ靭功対象の償還夏額とする。
且 (略)
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様式第1号 俳ぢ4条醍彫系) 様式第1号 篠;4条B謝系)
奨学資金償還計画書

フリカ'→-

奨学生氏名

▼「ー▲▼.・ー . ▼▼▼▼▼ . ▼・

住 所 南島原市 町 番地

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

電話番ガー 自宅 ・ 携帯電話

貸付ー+を受けた」朝田1 年 月分 から 年 自分 まで

貸付けセリヌとげた総額 円

償還期間 年 月 から 年 月 まで

償還方法 月賦 ・ 半年眼 ・ 年賦

償 還 計 画

年度

月 償 還 予 定 額

十一

-

臼
v

-′

{×】

円

円

円

円

円

9 円

l o 円

1 1 円

巴

ー

2

3

円

円

円

円

計 円

奨学資金償還計画書

フリガナ

奨学生氏名

ー.・"・・. ・▼▼▼▼▼▼▼" . ▲. ・・. ・・.・・・ . ・・. ・・. ◆ ▼▼▼▼. ・

住 所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 自宅 ・ 携帯電話

貸付けを受けた期間 年 月分 から 年 自分 まで

貸付けを受けた総額 円

償還期間 年 月 から 年 月 まで

償還方法 月賦 ・ 半年賦 ・ 年賦

償 還 計 画

年度

月 償 還 予 定 額

4 円
・" “ " " “▲“

5 円
.→-".-" h.… "".".・"◆・

6 円

7 円
.

8 円

9 円

l o 円

1 1 円

1 2 円
▲. ・“・.・ー・ー.・・・‘

l 円

2 門

3 円

計 円
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様式第3号 族雪5条関雛系)

下記のとおり相違ありません。

様式第3号 ぼ雪5条度肇系)

ド記のとおり相違ありません‐

年度における
申出者の市内居住期間

年 月 日 から

年 月 日 まで

年度における
申出者の市内居住月敏
美ごーL1 iIJの初日;〕・ら茶目‐実で)

に満たな二・1:1討たT髪ノたい

月

-8-

申出者

フリガナ

氏名 ⑩

住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 ( 自宅 ・ 携帯電話 )

年度における
申出者の市内居住期間

年 月 日 から

年 月 日 まで

年度における
申出者の市内居住月数
※一月 (月の初日から末日まで)

に満たない月は含めない。

月

申出者

フ リガ「“

氏名 ⑩

住所 南島原市 『 番地

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

.電話番号 ( 自宅 ・ 携帯電話 )



新 旧

様式第4号 ぼぢ5条関係)
就労証明書

フリガナ

氏名

就労者 住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

以下の太枠内は、事業所か 5証明をお願し、します。

事業所名

事業所所在地

就期間 葦 畳 日から
日 まで

特記事項

上記のとおり証明します。

(証明日)
年 月 日

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ⑩

電話番号

様式第4号 俳雪5条度雛系)
就労証明書

フリガート

氏名

就労者 住所 南島原市 町 番地

生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

以下の太枠内は、事業所から証明をお願いします

1コ噺 名

1輔 在地

ー醐 ー 畳 冒宝I

■
特記事項

ヒ記のとおり証明します。

(証明ロ)
年 月 日

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ◎

道話番号

就労者

フリガナ

氏名

就労者

氏名

住所 南島原市 町 番地 住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日 生年月日 昭和 ・ 平成 年 月 日

1コ厚葉所名事業所名

1事業所所在地事業所所在地

ー就労期間 年 月 日 から
年 月 日 まで就労期間

年 月 日 から
年 月 日 まで

1特記事項特記事項

ヒ記のとおり証明します。

(証明ロ)
年 月 日

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ◎

道話番号

上記のとおり証明します。

(証明日)
年 月 日

(証明者)

住 所

事業所名

代表者名 ⑩

電話番号
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○南島原市奨学資金償還補助金交付要綱
平成28年 4月 1日告示第39号

改正
平成29年 3月23日告示第23号

南島原市奨学資金償還補助金交付要綱
G趣旨)
第 1条 市は、若者の南島原市内への定住促進を図るため、南島原市の奨学資金の貸付けを受
けた者が償還量する場合に、南島原市奨学資金償還補助金 (以下「補助金」という。)を交付
するものとし、その交付については、南島原市補助金等交付ガ頭[」(平成18年南島原市彩願、ーi第
35号。以下「彩願、リ」という。) に定めるもののほか、この告示の定めるところによる。

(補助金の沓給要件)
第2条 補助金の交付を受けることができる者は、次の各号の全てに該当する者とする。
(1) 各年度の償還しなければならない期間 (以下「償還対象期間」という。)に市の住民
基本台帳に言蔽示され、現に居住している者又は居住していた者
(2) 償還数対象期間に就労している者又は就労していた者
(3) 償還数対象期間に償還量すべき奨学資金を償還している者
(4) 市税等を?滞納していない者
(補助金の額D
第3条 補助金の額は、償還数対象期間に償還量すべき奨学資金の償還暑額の2分の1以内の額とす
る。ただし、償還対象期間に市内に居住し、かつ、就労した期間が 1年に満たない年度にお
いては、償還霊額を12で除した額にその月数 (1月に満たない月は切り捨てるものとする。)
を乗じた金額 (1円未満の端数があるときは、その端数を切り捨てるものとする。第3項に
おいて同じ。) を補助対象の償還額とする。
2 前項の規定にかかわらず、償還峡対象期間が5年に満たないときの補助金の額は、償還数対象
期間を5年としたときに算出される償還冨額を補助対象の償還雲額とする。
3 第 1項ただし書の規定にかかわらず、償還開始年度及び償還終了年度の補助金の額は、償
還額をその年度の償還対象期間の月数で除した額に償還対象期間中に市内に居住し、かつ、
就労した月数 (1月に満たない月は切り捨てるものとする。)を乗じた金額を補助対象の償
還額とする。
4 繰牡;償還等による奨子資金の償還富額は、第 1項に規定する償還量すべき奨学資金の償還夏額に
含まないものとする。
(申請書にZ耐寸すべき書類等)
第 4条 越頭-J第 4条の規定による申請書に、爾寸すべき書類は、次のとおりとする。

(1) 奨学資金償還計画書 (様式第1号)
(2) 承諾及び委任状 (様式第2号)
(3) その他市長が必要と認める書類
2 ガ頭-J第4条の市長が定める申請書を提出することができる日茅期は、毎年度別に定める期日
までとする。

　　　　　　　　
第 5条 薄願ーJ第13条の別に定める…州纏費報告書に、爾寸すべき書類は、次のとおりとし、その提出
期限は、補助金の交付の決定があった会計年度の翌年度の4月30日とする。
(1) 居住申出書 (様式第3号)
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(2) 就労証明書 嫌ミデヒ第4号)
(3) その他市長が必要と認める書類
(ネ萌則)
第 6条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
附 則
この告示は、平成28年4月 1日から施行し、南島原市奨学資金賃封寸基金条例 (平成18年南島
原市条例第58号。以下「条例」という。)第12条第 1項本文に規定する償還が平成28年度以降
に開始する奨匙学生について適用する。この場合において、条例第13条第 1号の規定により償還
の猶予を承認された者を含むものとする。
附 則 (平成29年 3月23日告示第23号)
この告示は、平成29年 3月23日から施行し、改正後の南島原市奨学資金償還ネ靭功金交付要綱
の規定は、平成28年度の予算に係る南島原市奨学資金償還ネ削功金から適用する。
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様式第1号 ぼ雪4条関係)
奨学資金償還計画書

フリガナ

奨学生氏名

住 所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 自宅 ・ 携帯電話

貸付けを受けた期間 年 月分 から 年 自分 まで

貸付けを受けた総額 円

償還期間 年 月 から 年 月 まで

償還方法 月賦 十 半年賦 十 年賦

償 還 計 画

年度

月 償 還 予 定 額

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

1 0 円

1 1 円

1 2 円

I 円

2 円

3 円

計 円
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様式第2号 ぼぎ4条関係)

承諾及び委任状

年度南島原市奨学資金償還補助金交付の申請において、私の住民登録

情報、市税等の納付状況を、貴職において調査及び取得されることを承諾し、委

任いたします

なお、この件に問 L問題が発生した場合は、私が一切の責任をとり解決いたし

ます。

南島原市長 様

年 月 日

住 所 南島原市 町 番地

氏 名

電話番号‐
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様式第3号 (第5条関係)
居住申出書

南島原市長 様
年 月 日

下記のとおり相違ありません。

申出者

フリガナ

氏名 ⑩

住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

電話番号 ( 自宅 ・ 携帯電話 )

【申出内容】

年度における
申出者の市内居住期間

年 月 日 から

年 月 日 まで

年度における
申出者の市内居住月数
※一月 (月の初日から末日まで)

に満たない月は含めない。

月
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様式第4号 ぼき5条関係)
就労証明書

就労者

フリガナ

氏名

住所 南島原市 町 番地

生年月日 年 月 日

以下の太枠内は、事業所かS証明をお願し、します。

事業所名

事業所所在地

就労期間 年 月 日 から
年 月 日 まで

特記事項

上記のとおり証明します。

(証明日)
年 月 日

(言正明者)

住 所

事業所名

代表者名 ⑩

電話番号
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